
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会平成２１年度いのちのメッセージ発信事業 

「いのちの授業～ほむら色の空～」 
富山市立針原小学校３～６学年児童 

平成２１年９月２９日実施 

【いのちの先生】 

前野 時子先生 

・富山大空襲を語り継ぐ会 

 前野先生へ 

 先生は３歳でお母さんを亡く

されてたいへんだったことでし

ょう。でも、いろいろな人に支

えられてここまで生きてこられ

たのだと思いました。これから

もいのちの大切さと戦争につい

て多くの人に伝えていってくだ

さい。 

前野先生へ 

 

 私がこの世界に生まれてき

たことが奇跡なのだと思いま

した。戦争を体験したことがな

いので、死者がこんなに出るこ

とを初めて知り、戦争の怖さを

とっても感じました。 

 前野先生は、本当にすごい方

です。一つ一つの言葉が絵にな

って、戦争ってこんなことが起

こるのだと分かりました。いの

ちってやっぱり大切なのだと

心から思いました。 

【授業の概要】 

１ 「いのちの先生」の紹介(教頭) 

２ 富山大空襲について(教頭) 

  ・富山大空襲の概略を聞く。 

３ 「いのちの先生」の話 

      ・絵本｢ほむら色の空｣をもとに、当時の状況・心境 

心境に    ついて聞く。 

４ 感想記入 教室へ戻り、感想を話し合い、「いのちの 

メッセージカード」を書く。 

妹へ 

 

戦争は、みんなのいのちを

うばうとても怖いものです。

今の日本では、戦争はありま

せんが、世界では、まだ戦争

をしている国があります。生

きたくても生きられない人

がいるのに、日本では自分の

いのちを自分で絶つ人がい

ます。いのちを大切にする人

になってほしいです。 

おじいちゃんへ 

 私は、前野先生の戦争のお話
を聞いて、今の時代はすごくす
てきで、幸せなくらしをしてい
ることに気づきました。だから
いっぱい遊んだり勉強したり
して、いのちを大切にしなけれ
ばならないなと思いました。 

  

お母さんへ 

 

 私は、けんかしたときなど

に、弟に｢死ね｣とか、いやな

ことばかり言っていました。

けれども、前野さんのお話を

聞いて、いのちは大切だから

｢死ね｣という言葉を使わな

いようにしたいと思いまし

た。お母さんがくれた大事な

いのちなのだから大切にし

ます。 


